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2025/12/31 2026/6/30 2026/7/24
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 50,339.48 70,062.32 64,611.15 72,831.73 2026/6/22 30,487.67 2023/10/4
NYダウ ﾄﾞﾙ 48,063.29 52,319.20 51,947.25 53,289.30 2026/7/7 32,327.20 2023/10/27
円/ﾄﾞﾙ 円 156.71 162.55 163.83 163.99 2026/7/23 138.07 2023/7/28
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今週の日本株市場は、日米の金融政策イベントや企業の決算発表が予定されている中で、これらの材料に左右されつつ一進一退の

展開を見込みます。

今週は、28・29日にFOMC、30・31日に日銀金融政策決定会合が開催されます。いずれも現状政策を維持すると見込んでいま

すが、前者はウォーシュFRB（米連邦準備理事会）議長が足元のイラン戦争の状況悪化とそれに伴う原油高によるインフレ再燃に

対して懸念を示した場合、米国の早期利上げ観測が一段と高まり、株価の重しになるとみます。一方、後者は、経済・物価見通し

を上方修正するとともに利上げペースの加速を示唆すれば、過度なインフレ懸念が後退し、国内個人消費の改善期待から、内需関

連銘柄中心にプラスに働くとみます。また、米国では大手ハイテク銘柄、国内ではAI・半導体関連銘柄の決算発表が予定されてい

ます。これら企業の決算について、4-6月期業績は好調な結果になると見込んでいますが、先行きも会社側の強気な姿勢が示され

れば、足元でやや軟調に推移している関連銘柄の見直し買いにつながるとみます。なお、中東情勢は、トランプ米大統領がイラン

に対する大規模攻撃を見送ると報道されましたが、引き続き情勢の急変には注意が必要です。その他の注目材料として、日本では

31日の東京都区部CPI、鉱工業生産、米国では28日の消費者信頼感指数、30日のGDP速報値、欧州では30日のGDP速報値、ド

イツでは27日のIFO企業景況感指数、中国では31日の製造業/非製造業PMIなどが挙げられます。

～ 日米の金融政策イベントや企業の決算発表が予定されている中で、これらの

材料に左右されつつ一進一退の展開～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するものではあり

ません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過去の実績

であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定はお客様ご自身

の判断でなさるようにお願いいたします。
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＜日本株（日経平均）＞ ＜米国株（NYダウ）＞ ＜円/ドル＞

（注）チャートは過去1年

週刊日本株レポート （7/27～7/31）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

商号等 ：朝日ライフ アセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人資産運用業協会

先週の日本株市場は、日経平均が+470.03円（+0.73％）、TOPIXが+92.10ポイント（+2.35％）となり、中東情勢の悪化が重

荷となるも、好調な企業業績を背景に底堅く推移したことから上昇しました。業種別でみると、鉱業、銀行業、保険業などの22業

種が上昇した一方、空運業、サービス業、精密機器などの11業種が下落しました。

21日は、イエメンの武装組織フーシ派が紅海で海上封鎖を実施すると報じられたことが重荷となったものの、前日にSOX（フィラ

デルフィア半導体株）指数が反発したことが好感され、上昇しました。22日は、前日に台湾の半導体製造大手TSMCが生産受注価

格を引き上げると報じられたことを受け、半導体関連銘柄が堅調に推移したことや、日銀の利上げ観測を背景に銀行株にも買いが

集まったことなどが好感され、続伸しました。23日は、前日に米アルファベットが決算を発表し、2026年および2027年12月期

の設備投資計画を上方修正したことを受けて、AI・半導体関連銘柄に需要拡大を見込んだ買いが集まったことから、3日続伸しまし

た。24日は、中東情勢の悪化や原油高、海外における半導体関連銘柄の下落などが嫌気され、4営業日ぶりに下落しました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ 中東情勢の悪化が重荷となるも、

好調な企業業績を背景に底堅く推移したことから上昇 ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 日米の金融政策イベントや企業の決算発表が予定されている中で、

これらの材料に左右されつつ一進一退の展開 ～

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回

中国 工業利益（前年比） 6月 +21.1%
ドイツ IFO企業景況感指数 7月 85.6
米国 耐久財受注（前月比） 6月 ▲4.5%

消費者信頼感指数 7月 91.2
FOMC（米連邦公開市場委員会）（29日まで）

日本 日銀金融政策決定会合（31日まで）
失業率 6月 6.2%
GDP速報値（前期比） 4-6月期 +0.0%
PCE（個人消費支出）価格指数（前年比） 6月 +4.1%
GDP速報値（前期比年率） 4-6月期 +2.1%
失業率 6月 2.5%
東京都区部CPI（消費者物価指数）(除生鮮ｴﾈ/前年比) 7月 +1.9%
鉱工業生産(前月比) 6月 +0.1%
製造業PMI（購買担当者景気指数） 7月 50.3
非製造業PMI 7月 50.2

欧州 CPI（除食品・エネルギー・たばこ/前年比） 7月 +2.4%

決算発表予定　他 国内 決算発表　：

決算発表予定　他 海外 決算発表　：

7/27 ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ､LVMHﾓｴﾍﾈｼｰ･ﾙｲｳﾞｨﾄﾝ 7/28 ﾒﾙｾﾃﾞｽ･ﾍﾞﾝﾂｸﾞﾙｰﾌﾟ､ﾕﾆﾘｰﾊﾞ､ﾊﾞｰｸﾚｲｽﾞ､ｺｶ･ｺｰﾗ､ｹﾘﾝｸﾞ 7/29 ｴﾙﾒ
ｽ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ､ﾌﾟﾛｸﾀｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ､SKﾊｲﾆｯｸｽ､ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ､ﾒﾀ･ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｽﾞ7/30  ｿｼｴﾃ･ｼﾞｪﾈﾗﾙ､KKR､ｻﾑｽﾝ電
子､ｱｯﾌﾟﾙ､ｱﾏｿﾞﾝ 7/31 ｸﾚﾃﾞｨ･ｱｸﾞﾘｺﾙ､ﾅｯﾄｳｴｽﾄ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ､ｼｪﾌﾞﾛﾝ､ｴｸｿﾝﾓｰﾋﾞﾙ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ､ﾄﾗﾝﾌﾟ･ﾒﾃﾞｨｱ･ｱﾝﾄﾞ･ﾃｸﾉ
ﾛｼﾞｰ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ

7/27 ｷﾔﾉﾝ 7/28 ﾋｭｰﾘｯｸ､日本取引所､ｶﾌﾟｺﾝ､ｼﾏﾉ､ｷｰｴﾝｽ 7/29日本酸素HD､ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｽﾄ､野村HD､日立､東電HD
7/30 清水建設､武田薬品､ｵﾘﾗﾝﾄﾞ､東京ｴﾚｸ､ﾊﾟﾅｿﾆｯｸHD 7/31ｿﾆｰG､京都ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ､JR東日本､三井住友
FG､ｷｵｸｼｱHD
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